
為替週間展望＝ドル円は上値重く推移か

　　　　　　　　　　［８月５日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    7 月 29 日～ 8 月 2 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  108.68   109.32( 1)    106.85( 2)    107.05   -1.63

ユーロ・ドル  1.1127   1.1162(31)    1.1027( 1)    1.1087   -0.0041

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    21,087.16     -570.99     日本10年債利回り  -0.163   -0.015

ダウ平均株価    26,583.42     -609.03     米10年債利回り     1.894   -0.177

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

５日　　スイス６月小売売上高

　　　　米７月ＩＳＭ非製造業景況指数

６日　　ＮＺ第２四半期雇用統計

　　　　日本６月勤労者世帯家計調査

　　　　豪６月貿易収支

　　　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　日本６月景気動向指数速報値

　　　　独６月製造業受注指数

７日　　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　独６月鉱工業生産指数

　　　　英７月ＨＢＯＳ住宅価格

　　　　カナダ７月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

８日　　日本６月経常収支

　　　　中国７月貿易収支

　　　　米新規失業保険申請件数

９日　　日本第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）１次速報

　　　　中国７月生産者物価指数、中国７月消費者物価指数

　　　　スイス７月雇用統計

　　　　独６月貿易収支、独６月経常収支

　　　　英第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値

　　　　英６月鉱工業生産指数、英６月製造業生産指数、英６月貿易収支

　　　　米７月生産者物価指数

　　　　カナダ７月雇用統計

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ＦＯＭＣ以外にも米雇用統計などの注目度の高い米経済指標が数多

く発表され、景気減速が警戒されるような内容となればドル売りに、米経済の堅調さを

示すような指標が多ければドル買いにつながるとみられ、ドル円は上下に大きく振れる

可能性があるとした。

　　　　

【トランプ米大統領による対中関税第４弾の発動表明で大混乱】

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）後にドル高基調で推移していた市場はトランプ米

大統領の発言を受けて大きく混乱している。１日にトランプ米大統領がツイッターで

「中国からの輸入品３０００億ドル相当に９月１日から１０％の関税を課す」と突如発

表した。これは対中関税第４弾となる。
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　これを受けて、１日のＮＹダウは一時３００ドル超上昇していたものの、下げに転じ

て２８８ドル安で引けた。ドル円は１０７円台前半までの大幅な円高となった。２日の

東京市場では日経平均が５００円を超す急落となり、ドル円は１０６円台後半まで円高

が進行した。さらに上海株や香港株なども急落するなど、アジア株も全面安となった。

　　

【日銀金融政策決定会合とＦＯＭＣ】

　７月２９～３０日に開催された日銀金融政策決定会合では、金融政策は据え置きと

なった。注目されていたフォワードガイダンス（将来の金融政策指針）の変更もなかっ

た。黒田総裁の記者会見では、「必要なら躊躇なく政策対応行う」などと発言したもの

の、新鮮味に乏しく、市場への影響は限定的となった。

　　

　７月３０～３１日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では、大方の予想通り０．２

５％の利下げとなった。２名のＦＯＭＣメンバーが据え置きを主張していたことや、そ

の後のパウエルＦＲＢ議長の会見で、今回は予防的利下げであることや、利下げサイク

ルに入ったわけではないことを強調した面が強かった。市場の想定ほどハト派的でない

との見方が広がってドル買いの動きに傾き、１日にはドル円は１０９円台前半まで上昇

を見せた。

　　

　トランプ米大統領は米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）に対して利下げ圧力を強めてお

り、ＦＯＭＣ後に「パウエルＦＲＢ議長は我々を失望させた」「市場は長期の利下げサ

イクルを望んでいた」などと述べた。パウエル議長は、利下げサイクル入りは否定した

ものの、追加緩和の可能性を示唆するなど、今後の選択肢が幅広い格好となっている。

政治的圧力の高まりによっては、追加で利下げに動く可能性も出てくるとみられる。

　　

　１日のトランプ米大統領による対中関税第４弾の発動表明で、ＦＯＭＣや経済指標の

結果などがすべて隅に追いやられるくらいのインパクトをもたらした。世界的にリスク

回避の動きから株安が進み、円は買われやすくなっている。２日にドル円は１０７円割

れまで値を崩しており、ユーロ円、ポンド円、豪ドル円などのクロス円も全般に大きく

下げている。ドル円は上値の重い展開が続いて、一段安の展開となりそうだ。ドル円の

目先の予想レンジは、１０５．５０～１０８．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、５日に米７月ＩＳＭ非製造業景況指数、

６日に日本６月勤労者世帯家計調査、日本６月景気動向指数速報値、８日に日本６月経

常収支、米新規失業保険申請件数、９日に日本第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）１次速

報、米７月生産者物価指数などがある。

　　

【ユーロドルは１．１１００ドル割れ】

　ＦＯＭＣを受けてドル買いの動きに傾いたことで、ユーロドルはこれまでサポートと

なっていた１．１１００ドルの節目を割り込んでいる。トランプ米大統領による対中関

税第４弾の発動表明後に下げ渋りを見せたものの、１．１１００ドルを回復できていな

い。

　　

　ユーロ圏の経済指標も弱いものが多く、欧州中央銀行（ＥＣＢ）が９月の理事会以

降、利下げや量的緩和策の再開に動く見通しであることから、ユーロドルは軟調な推移

が見込まれる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．１０００～１．１１５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、５日にスイス６月小売売上高、６日にＮＺ

第２四半期雇用統計、豪６月貿易収支、豪中銀（ＲＢＡ）政策金利、独６月製造業受注

指数、７日にＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利、独６月鉱工業生産指数、英７月ＨＢ

ＯＳ住宅価格、カナダ７月ＩＶＥＹ購買部協会指数、８日に中国７月貿易収支、９日に

中国７月生産者物価指数、中国７月消費者物価指数、スイス７月雇用統計、独６月貿易

収支、独６月経常収支、英第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値、英６月鉱工業生産

指数、英６月製造業生産指数、英６月貿易収支、カナダ７月雇用統計などがある。

　　

（ミンカブ　佐藤昌彦）

　　

※投資や売買については御自身の判断でお願いします。
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